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八千代座

八千代座

『どうなる日本？どうする熊本！』
～未来は僕らの手の中に～

未来への架け橋～教育がつなぐ命～

内　容開催時間 会　場

13：30～15：00

15：30～17：00 山鹿市民交流センター

山鹿市民交流センターくまもと経済活性化計画
～活気ある街くまもとの創出～

熊本レジリエンス宣言
～地域資源を活用してしなやかで強い熊本の復興へ～

内　容開催時間 会　場

9：00～10：00

10：30～12：00

in山鹿

『どうなる日本？どうする熊本！』
～未来は僕らの手の中に～

□講演者／竹田 恒泰 氏 作家、タレントとしても活躍中の竹田恒泰氏に
憲法についての講演を行っていただきます

□日　時／2016年10月15日㈯
■ 開場13：00 
■ 開会13：30 
■ 閉会15：00

「 ～日本を取り巻く環境について～ 」
「 ～憲法について考えよう～ 」
「 これからの熊本へメッセージ 」

お問い合わせ／ナショナルアイデンティティ醸成委員会 山口徹 090-2509-5857

□場　所／八千代座 熊本県山鹿市山鹿1499
【定員】

500名

【第１部　講演】

先人の知恵を教育に活かす

拓殖大学　地方政治行政研究所附属防災教育センター 
　　　　　　　　　　　　濱口 和久氏

お問い合わせ／セーフティーネットワーク推進委員会 椎葉　聖　090-7440-2463

【第2部　事例紹介】

防災教育の組み立て方

熊本大学大学院　自然科学研究科　教授
減災型社会システム実践教育研究センター長　松田 泰治氏　

■日時／2016年10月15日㈯
   ■ 開場15：00 ■ 開会15：30 ■ 閉会17：00

■場所／八千代座
　　　　〒861-0501 
熊本県山鹿市山鹿1499

くまもと経済活性化計画
～活気ある街くまもとの創出～

東京工業大学　大学マネジメントセンター　教授　堀尾 容康氏　　　

1部テーマ熊本の現状から見る課題と可能性
2部テーマ Ｎｅｗ Ｅｃｏｎｏｍｙ Ｒｅｇｉｏｎ
　　　～新しい地域経済へ～
■日時／2016年10月16日㈰ 
           ■ 開場 8：30 ■ 開会 9：00 ■ 閉会 10：00  

■場所／山鹿市民交流センター
　　　　〒861-0501 熊本県山鹿市山鹿987-3
            TEL0968 -43 -1081
お問い合わせ／くまもと経済活性化委員会 河副日出海
　　　　　　　090-7386-6696

お問い合わせ／セーフティネットワーク推進委員会 椎葉聖 090-7440-2463

■日時／2016年10月16日㈰  ■ 開場 10：00 ■ 開会 10：30 ■ 閉会 12：00  
■場所／山鹿市民交流センター
　　　　〒861-0501 熊本県山鹿市山鹿987-3　TEL0968-43-1081
お問い合わせ／熊本ブランド構築委員会　柴﨑 政俊　090-4490-7258

「RESAS(リーサス)」を活用した熊本経済の分析、震災後の経済的影響と課題を東京工
業大学堀尾教授からご講演いただき、新しい経済活性化モデルをご提案いたします。

熊本レジリエンス宣言
～地域資源を活用してしなやかで強い熊本の復興へ～

【第１部　基調講演】

 経済レジリエンスと震災からの地域復興

定員 400席

定員 400席

定員 400席

「レジリエンス」という言葉は「強靭さ」つまり、「しなやかな強さ」を意味する言葉です。それは、「柳雪折れ無し」のことわざのごとく、どの
ような危機に遭遇しようとも、壊れず、折れず、滅び去らずに耐え忍び、しなやかに回復する「力」です。

京都大学大学院工学研究科教授

藤井　聡氏

【第２部　クロストーク】

 しなやかで強い熊本へ～地域資源の活用～
１．地域ブランドとは
2. ツーリズム構築過程の例示と発信について
3. 地域ブランドの発信

一般社団法人地域ブランディング協会

　　　代表理事   高橋 俊宏氏

株式会社ジーリーメディアグループ

代表取締役社長   吉田 皓一氏　　　

入場
無料

入場
無料

入場
無料

入 場 無 料

未来への架け橋 ～教育がつなぐ命～
拓殖大学防災教育セン
ター教授でもあり一般
財団法人防災教育推進
協会の理事でもある濱
口氏をお呼びして、防
災教育の役割と必要性
の講演を行っていただ
きます。

山鹿地域で行われてい
る防災キャンプを基に
プログラムを細分化し、
鹿北中学校郡校長、米
野岳中学校松永校長を
お招きし、熊本大学減
災センター長松田氏と
のクロストークをおこ
ないます。

１．経済レジリエンスとは　
２．レジリエント・エコノミー
　  の実現について
３．熊本地震に対する取り組み
  　について
４．復興へ向けた地域コミュニ
　  ティの取り組みについて


